
日本ウェルネススポーツ大学 

55 

Ⅴ．特記事項 

1．地域運動部活動推進事業への支援活動 

本学では、2022 年 10 月より地元自治体と連携した「地域運動部活動推進事業」に取り

組んでいる。本事業は地元中学校部活動の地域移行の取り組みとして「すぽかるとね」の

名称で行われており、本学学生は各種目の地域指導者をサポートする役割を担っている。 

実施に際して地元自治体において発足した検討委員会には、本学職員１名も委員として

委嘱され本事業に参画しており、地域支援のための連携事業として継続的に実施している。 

尚、年度ごとの活動の状況は以下の通りである。 

年度 部活動種目 活動日数 

（総数） 

派遣学生数 

（実数） 

2022 野球、バスケットボール、バドミントン、バ

レーボール 
10 日 70 人 

2023 野球、バスケットボール、バドミントン、バ

レーボール、サッカー 
28 日 84 人 

2024 

（予定） 

野球、バスケットボール、バドミントン、バ

レーボール、サッカー 
36 日 98 人 

 

2．国連アカデミック・インパクト加盟とＳＤＧｓへの取り組み 

本学は、2022 年 2 月より国連アカデミック・インパクトに加盟し活動を行っている。国

連アカデミック・インパクト参加が、より多くの学生にとってグローバルで公平な視野を

持つきっかけとなるよう、コロナ禍における外国人留学生の受け入れだけでなく、日本に

いても可能な国際交流活動やＳＤＧｓの促進など、グローバルな社会貢献を推進していく。

オリンピアンの輩出、日本健康・スポーツ教育学会の運営やシンポジウム、子ども食堂へ

のボランティア活動、スポーツを通じた全世代交流などを社会に貢献する取組みを企画し

ている。 

本学の「取り組む原則」 

原則 1：国連憲章の原則を推進し、実現する 

原則 3：性別、人種、宗教、民族を問わず、全ての人に教育の機会を提供する 

原則 4：高等教育に必要とされるスキル、知識を習得する機会を全ての人に提供する 

原則 5：世界各国の高等教育制度において、能力を育成する 

原則 8：貧困問題に取り組む 

原則 9：持続可能性を推進する 

直近の活動内容 

年月 部活内容 活動内容の詳細 

2024 年 4 月 ルクセンブルク大使館訪問 ルクセンブルクと日本の友好交流を実施 

2024 年 2 月 映画「カムイのうた」鑑賞 アイヌ文化伝承者をモデルに制作された

映画の鑑賞 

2023 年 3 月 献血活動 学生等による献血への協力 

  


